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＜連絡事項＞
・13：00～治験すり合わせ（宮本啓司様、佐々木君雄様）実施。
・東Ｂ-南Ｂに繋がるオートドアの修繕済み。
・CSセットの担当業者より、寒波の影響により、本日分の病衣やタオルの納入が少なかっ
たとのこと。金曜日の納入の際には、通常量を納入できるようにしますとのことでした。
金曜日まで工夫して使用して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・盛田　豊實様～大川SWより情報あり。特養「見心園」の訪問調査を1月28日14時～実施予定（相談員と看護師の2名）。長女様も来院し、訪問調査後に施設職員と話をする予定とのこと。
・奥瀬　一彦様・馬渡　隆様～みちのく記念病院へ転院の相談の連絡をした際に、情報提供書の依頼があったとのことで、各主治医へ依頼している。
＜田中Dr診察＞

・山田　みつゑ様～臨時薬14日分継続処方。フロセミドのみ7日分継続処方。また、脚の挙上は90℃になるように（クッション1個では足りない）とのこと。
・館合　寛　様～点滴が20日まで継続処方、経管栄養の指示が20日まで継続の指示。
・角谷　守通様～点滴20日まで継続処方。フロセミドは13～15日のみ施行。酸素の指示は、20日まで継続の指示。
　　　　　　　　水疱の浸出液の培養同定＋薬剤感受性、水痘帯状ヘルペス抗原/ＡＬＢ/ＬＤ/※/ＴＰの検査を行っています。

・鈴木　徳美様～大川SWより連絡あり。老健はくじゅより、受け入れ可の連絡があったとのこと。退院日は、1月15日（金）14:00の希望であり、退院時処方1週間分、頓服薬3回分、サマリーを希望であるとのこと。明日、主治医へ確認後、センター宛てに連絡することとした。
＜深澤Dr診察＞

・宮本　啓司様～臨時薬、19日からデイビゴが中止になり、6日分処方、以後定期となっている。
・新井　敏広様・佐々木　日出夫・五十嵐　貞男・吉田　レイ子・畑中　トモ様・佐々木君雄様～臨時薬同内容で7日分継続処方。
＜要注目患者様＞

・館合　寛　様～体温36.0℃、脈拍78回/分、血圧99/62mmHg、酸素飽和濃度96％。断続的に叫んでいる。
・角谷　守通様～痰鳴あり吸引にて、黄色痰中等量除去。その後も、痰鳴繰り返し、都度、吸引施行。酸素飽和濃度の低下無く、97％で安定。体温38.6℃、脈拍127回/分、血圧100/43mmHg、酸素飽和濃度91～98％。
・木村　茂　様～体温36.7℃、脈拍78回/分、血圧110/67mmHg、酸素飽和濃度94％。多動さ無く閉眼し穏やかに休まれている。
・鎌田　隆子様～夜間、車椅子自操しトイレに行かれているも、日中はそのような行動見られず。
・田沼　清子様～他者干渉あるが過度とはならず。頻回な確認行為無し。他者からの干渉に易怒的となっている。
・松森　英作様～他者の叫び声に対し「うるせ」と怒鳴る場面あり。挑発行為、粗暴行為には至らずその後は帰室し臥床し過ごされている。
・佐々木日出夫様～歩行不安定さありスタッフ腋窩介助にて移動している。歩行時、すり足、小刻み歩行有り。
・田代　實　様～スタッフ声掛けに「はいよ」と穏やかに返答している。帰宅要求、その他不穏さ無く穏やかに過ごされている。
・宮本　啓司様～他者干渉ありスタッフ介入要す。介入時易怒性は無いが声高になり不機嫌となる様子有り。
・大渡　勝男様～体温36.9℃、脈拍71回/分、血圧93/55mmhg、酸素飽和度低下無し。
・中市　正治様～嘔気、嘔吐無し。右下腹部～上腹部にかけ圧痛持続。腹部膨満持続。
・大澤　茂　様～牛乳をレストランから持ち出そうとすることあり。介入に易怒性なし。スタッフへの話し掛け、やや多いも、切迫した様子なく、対面時穏やか。
・畑中　トモ様～帰宅要求、対面時の不機嫌さ無く臥床し過ごされている。
・舛森　市太郎様～車椅子に座り傾眠強い様子有り。バイタルサイン測定し体温36.4℃、血圧73/50mmhg、脈拍60回/分、酸素飽和度低下無し。臥床させ下肢挙上し経過観察している。
・栃木　春子様～19:20ベッド柵外し頻回、「殺される」とスタッフの腕をつかみ離さない。不安時　ブロマゼパム2㎎　2錠　服用。スタッフが近くにいると殺されないとの事で、訪室回数増やし経過観察とする。23:50ベッド柵外しあり、「オムツ替えるまで寝てたのに」とスタッフを責める。易怒性あり、眠る様子ない為、不眠時ブロチゾラム0.25mg1錠服用。本日は、演技的に倒れ込もうとする、車椅子から立ち上がる、スタッフへ対する暴言等不穏さ著明。介入に対し妄想様言動著明。暴言、スタッフを叩く、挑発行為著明。不安時　ブロマゼパム2㎎　2錠　与薬。
・馬場　貞蔵様～表情の活気無さ見られ、食事はクリミールのみ摂取している。
・西塚　幸子様～昼食後、席にて過ごしているが、便臭ありトイレ誘導行う。リハビリパンツ内に便失禁あり、オムツ交換施行。「してたような気がする」と便失禁されている事には気付かなかった様子。
・鈴木　徳美様～朝食1/3、昼食数口摂取と少なめ。その後も、水分補給など行い、排尿は見られている。
